
OKAYAMA  INTERNATIONAL EXCHANGE

国際交流

一般財団法人 岡山県国際交流協会

№145令和3年
2021.12

■編集・発行
〒700－0026 岡山市北区奉還町2－2－1
岡山国際交流センター内
一般財団法人 岡山県国際交流協会
　086－256－2000（月～土　9：00～17：30）
　086－256－2226
ホームページ: http://www.opief.or.jp
　Facebook: https://www.facebook.com/coolopief/
　 T w i t t e r: https://twitter.com/opief_okayama
E-mail: kokusai@opief.or.jp

協会HP

問 

合 

せ

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課 企画情報班
　　　　　☎086－256－2914
　総務課　☎086－256－2000

（月～土　9：00～17：00）
（月～土　9：00～17：30）

受付管理班 ☎086－256－2905（9：00～18：00）会議室等の予約
［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

10おかやま国際交流 №1452021.12

一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　●会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　●メールマガジンの配信（月１回）
　●協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　●入会時に記念品をプレゼント

☆年会費
　個人会員：  2,000円　　団体会員：10,000円　
　賛助会員：30,000円
☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

会員募集

きれいな一輪の花が咲きました

天まで思いっきり伸びます

最後は全員で、はい “ キムチー”
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「韓国文化講座」
講師：韓国伝統舞踊研究家　曺

チョ
永
ヨン

姫
ヒ

氏
　韓国出身で岡山在住の著名な舞踊研究家、曹

チョ
永
ヨン

姫
ヒ

氏をお迎えし、20名の参加者が韓国伝統舞踊についての講義と踊りを楽しみました。
　曹氏はYouTubeを交えて古代から現代までの韓国舞踊の歴史について講義をしました。曹氏の美しく力強い歌声を聞きながら参加者は伝
統衣装を身にまとい棒や扇を手に、基本の歩き方や体の動かし方を教わり、最後には満開の花が咲いたような美しい一つの踊りを作り上げま
した。最初は戸惑い、恥ずかしそうに踊りを始めていましたが、曹氏の分かりやすく楽しい指導のお陰で最後は皆さんの笑顔がはじけました。

令和3年10月22
日（金）

こちらの
二次元コードを読み取り、
動画をご覧ください。



　ダンテ氏を講師に迎え、「パーティ」をテーマにした講義
とワークショップを開催しました。パーティに関連する言葉
や便利なフレーズ、会話のマナー、初めて会った人と気持
ちよく話すための話題選びなどを学びました。続いて、参
加者18名がグループに分かれて英会話を楽しみました。
グループトークでは、相手が言いたいことをジェスチャーだ
けを見ながら英語で当てるゲームや英語の説明を聞いて
映画のタイトルを当てるクイズに挑戦しました。
　コロナ禍で実際にパーティを開くのは難しい状況です

が、Zoom会場でも和やかな雰囲気の中でパーティ気分
を味わうことができました。
　参加者からは、「思ったより会話の時間が短く感じられ、
もっと話したかった」という感想も届きました。また、ダンテ
氏の講義や具体的なアドバイス、英語ボランティアの積極
的なサポートに参加者から感謝の声が聞かれました。

事業報告
子ども日本語学習サポーター研修会 ８月28日（土）

　外国人児童生徒に日本語学習支援を行うボランティア
と子ども日本語学習サポーター登録者のための研修会を
開催しました。
　山根氏は県内の外国人児童生徒の現状や日本語教育
の取組、国の動向について紹介するとともに、子ども日本
語学習サポーターガイドブックの活用方法を説明しました。
　読むことが苦手な外国人児童生徒でも、好きな本を
多く、楽しく読むことで、日本語に慣れさせることができる

多読教材について学びました。本を読んで意味を理解で
きたか確認するため、絵を使ってストーリーを完成させるド
ローイングの活用についても教わりました。日本語と母語
が書いてある教材を作成することで、母語保持ができるこ
とも知りました。
　３８名の参加者から「外国人児童生徒の支援実態を学
ぶことができた」「ドローイングは面白いのでぜひ使ってみ
たい」などの感想が寄せられました。

子ども日本語学習サポーターガイドブックの説明をする山根智恵氏

講師のローレンス・ダンテ氏

講師の話を聞く参加者の様子

英語で話そう 9月4日（土）

講師：就実大学教授　ローレンス・ダンテ氏

講師：山陽学園大学総合人間学部教授　山根 智恵氏

「英語で話そう」参加者
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　韓国の伝統舞踊は、「音楽」「歌」「踊り」からなっており、呼吸をしながら、三拍子
のリズムに合わせて踊る伝統芸術です。丸く円を描く呼吸をしながら、足も細かく動か
すため、足裏の五
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臓
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ぷ

のツボを刺激し、健康にとてもいいといわれています。
　韓国舞踊の始まりは紀元前、高
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り

、百
く だ ら

済、新
し ら ぎ

羅の三国が争っていた三国時代に
さかのぼります。高句麗古墳の壁画に楽器に合わせて舞踊をする様子が描かれてい
ることから、先史時代から祭典の儀式において舞踊が行われていたことが推測され
ます。韓国舞踊には、宮廷の饗

きょう
宴
えん

などで踊られた「宮中舞踊」と庶民の間で伝わった
「民俗舞踊」があり、古くから多くの人に愛され続けています。
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［国家無形文化財第27号］
　韓国の民俗舞踊の中で
最も広く知られており、「静・
中・動」をふまえた呼吸と
足運びが特徴です。僧

ス ン ム
舞の

由来は、修行僧の煩悩や解
脱、昇華を描いているともい
われ、人生の苦悩や哀しみ、喜びを表現している格調高い舞です。

부
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채춤（扇の舞）
　花の絵が描かれ
た羽 のついた扇を
使って、山、海、花な
どを表現する華やか
な舞踊です。世界で
最も美しい舞として
有名です。

장
チャン

구
ゴ

춤
チュム

（長鼓舞）
　農民の祝祭には必ず
登場する人気のある民
俗舞踊のひとつです。伝
統的な打楽器チャンゴ
を肩にかけて打ちなが
ら舞い、場を一気に盛り
上げます。
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プロフィール（韓国出身）
国家無形文化財第27号僧舞金
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岡山代表
チョヨンヒ韓国伝統舞踊研究所代表
岡山県文化連盟人材バンク登録講師
岡山市、総社市、瀬戸内市、備前市の公民館で
韓国伝統舞踊講座を開講中

チョヨンヒYouTube チャンネル
韓国伝統舞踊をお楽しみください。
한국 전통무용을 즐겨주세요♪
チョヨンヒ韓国伝統舞踊研究所

　庶民の生活と
感情を生き生きと
表現する「民俗舞踊」
を紹介します。

岡山国際交流センターホームページ 利用シーンから探す
　岡山国際交流センター貸施設ホームページに新しいページを追
加しました。当センターは、会議だけでなくさまざまな用途にお使い
いただけます。「研修会場」や「懇親会 会場」「茶道」「料理教室」
などの利用シーンのキーワードで検索すると、当センターを知らなく
ても新規ページにアクセスできるようになりました。もちろん、既存
の貸施設ホームページからも、追加したバナーから新規ページにア
クセスでき、最適な施設を探しやすくなりました。
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事業報告

　県内在住の外国人ライターが日々の生活で感じた
「岡山のCOOL！」を、外国語ウェブサイト「Welcome 
to OKAYAMA 晴れの国おかやまへようこそ」で発信
しています。（英語・簡体字・繁体字・韓国語）
　今年度は、公募で選ばれた5名のライターが活動
しています。フィールドワークを専門に学んだライター、

TikTokで十数万のフォロワーを持ち、写真や動画撮
影が得意なライターなど、多彩なライターたちが取材
した記事をお楽しみください！
「Welcome to OKAYAMA」URL
http://www.opief.or.jp/welcome/

たけべ八幡温泉
　旭川の雄大な景色を望む癒やしの温泉。旭川の流れる
音を聞きながら楽しんだ足湯、お風呂上りに瓶で飲む牛
乳のおいしさ、ガソリンスタンドのように見える温泉スタンド
への驚きなど、八幡温泉の魅力を外国人ならではの視点
で伝えています。

「Welcome to OKAYAMA 晴れの国岡山へようこそ」

こちらを読み取ると、サイトに移動できます。

Pick Up

The 1911 House
　1911年（明治44年）に旭川沿いに建てられた民家を
改装した宿泊施設。「くぎや締め金具を使わずつなぎ合わ
せた金輪継ぎの建築方法に驚かされ、天井を見上げると、
宮大工の技術を称賛せざるを得ない」。ライターが撮影し
た美しい写真とともに紹介しています。

天井の梁The 1911 House

温泉水が手に入る温泉スタンド

はり

たけべ八幡温泉

外国人ライターが
岡山の魅力を発信中！
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to OKAYAMA 晴れの国おかやまへようこそ」で発信
しています。（英語・簡体字・繁体字・韓国語）
　今年度は、公募で選ばれた5名のライターが活動
しています。フィールドワークを専門に学んだライター、

TikTokで十数万のフォロワーを持ち、写真や動画撮
影が得意なライターなど、多彩なライターたちが取材
した記事をお楽しみください！
「Welcome to OKAYAMA」URL
http://www.opief.or.jp/welcome/

たけべ八幡温泉
　旭川の雄大な景色を望む癒やしの温泉。旭川の流れる
音を聞きながら楽しんだ足湯、お風呂上りに瓶で飲む牛
乳のおいしさ、ガソリンスタンドのように見える温泉スタンド
への驚きなど、八幡温泉の魅力を外国人ならではの視点
で伝えています。

「Welcome to OKAYAMA 晴れの国岡山へようこそ」

こちらを読み取ると、サイトに移動できます。

Pick Up

The 1911 House
　1911年（明治44年）に旭川沿いに建てられた民家を
改装した宿泊施設。「くぎや締め金具を使わずつなぎ合わ
せた金輪継ぎの建築方法に驚かされ、天井を見上げると、
宮大工の技術を称賛せざるを得ない」。ライターが撮影し
た美しい写真とともに紹介しています。

天井の梁The 1911 House

温泉水が手に入る温泉スタンド

はり

たけべ八幡温泉

外国人ライターが
岡山の魅力を発信中！

かな わ　つ

―まずはカ
か
リ
り
ム
む

さん、協
きょう

力
りょく

隊
たい

に入
はい

るまでのことを
教
おし

えてください。
　バ

ば
ン
ん
グ
ぐ

ラ
ら

デ
で

シ
し

ュ
ゅ

でス
す

テ
て

ビ
び

ア
あ

などの研
けん

究
きゅう

をしていたのです
が、2003年

ねん
に来

らい
日
にち

して博
はく

士
し

号
ごう

を取
しゅ

得
とく

した後
あと

は、両
りょう

国
こく

を行
い

き来
き

しながら研
けん

究
きゅう

を続
つづ

けました。2014年
ねん

に岡
おか

山
やま

のふたつ
の大

だい
学
がく

でス
す

テ
て

ビ
び

ア
あ

、ブ
ぶ

ラ
ら
ッ
っ
ク
く

ベ
べ

リ
り

ー
ー

、花
はな

の色
いろ

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

に携
たずさ

わったあと、2019年
ねん

4月
がつ

から矢
や

掛
かげ

町
ちょう

に家
か

族
ぞく

で移
うつ

り住
す

み、農
のう

業
ぎょう

発
はっ

展
てん

の地
ち

域
いき

おこし協
きょう

力
りょく

隊
たい

として働
はたら

いています。

―協
きょう

力
りょく

隊
たい

員
いん

として、どのようなことをしていますか？
　大

だい
学
がく

での研
けん

究
きゅう

の経
けい

験
けん

をもとに、矢
や

掛
かげ

町
ちょう

で化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

を使
つか

わない方
ほう

法
ほう

でブ
ぶ

ラ
ら
ッ
っ
ク
く

ベ
べ

リ
り
ー
ー

を露
ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

しています。ブ
ぶ

ラ
ら
ッ
っ

ク
く

ベ
べ

リ
り
ー
ー

栽
さい

培
ばい

は低
てい

コ
こ

ス
す
ト
と
で、この地

ち
の気

き
候
こう

とも相
あい

性
しょう

が良
よ

い
ため、おいしいフ

ふ
ル
る

ー
ー

ツ
つ

がとれることで有
ゆう

名
めい

なここ岡
おか

山
やま

で
も、多

おお
くの人

ひと
に栽

さい
培
ばい

に挑
ちょう

戦
せん

してほしいと考
かんが

えています。ブ
ぶ

ラ
ら
ッ
っ
ク
く

ベ
べ

リ
り
ー
ー

のほかにも、パ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

など、今
いま

まで岡
おか

山
やま

になじ
みのなかった農

のう
作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

にも取
と

り組
く

んでおり、その栽
さい

培
ばい

方
ほう

法
ほう

を町
ちょう

内
ない

だけでなく県
けん

内
ない

の農
のう

家
か

に指
し

導
どう

しています。
　 果

か
実
じつ

は 、食
しょく

品
ひん

メ
め

ー
ー

カ
か

ー
ー

などと協
きょう

働
どう

し 、商
しょう

品
ひん

化
か

し
ています。ブ

ぶ
ラ
ら

ッ
っ

ク
く

ベ
べ

リ
り

ー
ー

ジ
じ

ャ
ゃ

ム
む

は
「ほほえみ矢

や
掛
かげ

」
のス

す
タ
た
ッ
っ
フ
ふ
と私

わたし
の協

きょう

働
どう

で作
つく

っているん
ですよ。私

わたし
は彼

かれ
らと

協
きょう

働
どう

することをうれ
しく思

おも
っています。

―矢
や

掛
かげ

での活
かつ

動
どう

で自
じ

慢
まん

したい
ことは？

　今
いま

まで岡
おか

山
やま

県
けん

で
一
いっ

般
ぱん

的
てき

ではなかっ
たブ

ぶ
ラ
ら
ッ
っ
ク
く

ベ
べ

リ
り
ー
ー

やパ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

の栽
さい

培
ばい

に成
せい

功
こう

したことです。特
とく

にパ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

は、熱
ねっ

帯
たい

の気
き

候
こう

を好
この

むため、岡
おか

山
やま

で育
そだ

てること
は困

こん
難
なん

も多
おお

かったですが、私
わたし

は温
おん

室
しつ

を使
つか

わない方
ほう

法
ほう

で「グ
ぐ

リ
り
ー
ー

ン
ん

パ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

」を栽
さい

培
ばい

しています。グ
ぐ
リ
り
ー
ー

ン
ん

パ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

は、ビ
び

タ
た
ミ
み
ン
ん

Cとビ
び
タ
た
ミ
み
ン
ん

Aが豊
ほう

富
ふ

で健
けん

康
こう

的
てき

なんですよ。
　また、栽

さい
培
ばい

した作
さく

物
もつ

でたくさんの加
か

工
こう

食
しょく

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

がで
きたこともうれしく思

おも
っています。ビ

び
タ
た
ミ
み
ン
ん

のほかにポ
ぽ

リ
り
フ
ふ
ェ
ぇ

ノ
の
ー
ー

ル
る

が含
ふく

まれるパ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

の葉
は

を茶
ちゃ

葉
ば

として製
せい

品
ひん

化
か

し、麺
めん

に練
ね

りこんだ「グ
ぐ
リ
り
ー
ー

ン
ん

パ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

ラ
ら

ー
ー

メ
め
ン
ん

」も開
かい

発
はつ

しました。
　そのほか、ベ

べ
ー
ー

タ
た

カ
か

ロ
ろ

チ
ち

ン
ん

が豊
ほう

富
ふ

で抗
こう

酸
さん

化
か

物
ぶっ

質
しつ

や食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

、ビ
び

タ
た
ミ
み
ン
ん

E
やビ

び
タ
た

ミ
み

ン
ん

Cが
豊
ほう

富
ふ

な唐
とう

辛
がら

子
し

か
ら製

せい
造
ぞう

した一
いち

味
み

など、どれも健
けん

康
こう

的
てき

な製
せい

品
ひん

を開
かい

発
はつ

できたことも
胸
むね

を張
は

ってお伝
つた

えしたいです。

　次
じ

号
ごう

では奥
おく

様
さま

のソ
そ

ニ
に

ア
あ
さんのイ

い
ン
ん
タ
た
ビ
び
ュ
ゅ
ー
ー

を掲
けい

載
さい

します。
　お楽

たの
しみに！

カ
か
リ
り
ム
む
さんと栽

さい
培
ばい

したパ
ぱ

パ
ぱ

イ
い
ヤ
や

カ
か
リ
り
ム
む
さんが手

て
掛
が

けた加
か

工
こう

食
しょく

品
ひん

カ
か
リ
り
ム
む

・ジ
じ

ア
あ
ゥ
ぅ
ル
る

さん（バ
ば

ン
ん
グ
ぐ

ラ
ら

デ
で

シ
し
ュ
ゅ

出
しゅっ

身
しん

）

◦矢
や

掛
かげ

町
ちょう

地
ち

域
いき

おこし協
きょう

力
りょく

隊
たい

（農
のう

業
ぎょう

振
しん

興
こう

）隊
たい

員
いん

・農
のう

学
がく

博
はく

士
し

◦日
に

本
ほん

滞
たい

在
ざい

歴
れき

：のべ 12 年
ねん

　「地
ち

域
いき

おこし協
きょう

力
りょく

隊
たい

」として矢
や

掛
かげ

町
ちょう

で農
のう

業
ぎょう

と英
えい

語
ご

教
きょう

育
いく

で活
かつ

動
どう

中
ちゅう

のカ
か
リ
り
ム
む

さんとソ
そ

ニ
に

ア
あ

さん夫
ふ

妻
さい

（バ
ば

ン
ん
グ
ぐ

ラ
ら

デ
で

シ
し
ュ
ゅ

出
しゅっ

身
しん

）にイ
い
ン
ん
タ
た
ビ
び
ュ
ゅ

ー
ー
しました。

カ
か
リ
り
ム
む
さん＆ソ

そ
ニ
に

ア
あ

さん夫
ふ

妻
さい

（左
ひだり

がカ
か
リ
り
ム
む

・ジ
じ

ア
あ
ゥ
ぅ
ル
る

さん）
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分
わ

かりやすい 伝
つた

わりやすい

やさしい日
に

本
ほん

語
ご

  応
おう

用
よう

編
へん

★日常で使われる長い文章を、「やさしい日本語」に直してみましょう。
★長い文章だから、難しいと思っていませんか？
作り方のポイントは、基礎編と同じです。
1.一文を短くする　　2.伝えたいことを、はっきりと　　3.簡単な単語と表現を使う
4.文末は「です、ます」形にする　　5.外来語・カタカナ語は使わない

さあChallengeしてみましょう！
［Challenge1］
　緊急地震速報です。先程、中国地方で地震が発生しました。身の安全を確保し、速やかに最寄りの避難
所に避難してください。車を運転中の方は、徒歩での避難をお願いします。

［Challenge2］
　岡山県では、交通事故が多発しており、昨日までの交通事故による死者数は大変多くなっています。この
状況を広く県民に訴え交通事故の抑止を図るため、県では「岡山県交通死亡事故多発警報」を発令しま
す。県民の皆様におかれましては、悲惨な交通事故を起こさないよう、また遭わないよう、お願いいたします。

［Challenge3］
　岡山県国際交流協会よりお知らせします。本日18時、大型の台
風19号の接近に伴い、岡山県全域に大雨洪水警報が発令され、
県では災害対策本部が設置されました。台風19号は、明日の未明
にかけて岡山県東部に最接近することが予想されます。
　各自治体の避難指示に従うとともに、十分ご注意ください。

「やさしい日本語」書き換え例
［Challenge1］

　地
じ

震
しん

です。中
ちゅう

国
ごく

地
ち

方
ほう

の広
ひろ

い地
ち

域
いき

で地
じ

震
しん

が起
お

きました。安
あん

全
ぜん

なところに
逃
に

げてください。近
ちか

くの避
ひ

難
なん

所
じょ

に行
い

ってください。車
くるま

を運
うん

転
てん

している人
ひと

は、
歩
ある

いて逃
に

げてください。
［Challenge2］

　岡
おか

山
やま

県
けん

では、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

で死
し

ぬ人
ひと

が大
たい

変
へん

多
おお

くなっています。

県
けん

民
みん

の皆
みな

さん、車
くるま

を運
うん

転
てん

するときや、道
みち

を歩
ある

くときは、気
き

をつけてください。
［Challenge3］

　岡
おか

山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

からのお知
し

らせです。大
おお

きな台
たい

風
ふう

が近
ちか

づいてい
ます。明

あ し た
日の朝

あさ
、岡

おか
山
やま

県
けん

の東
ひがし

の方
ほう

に台
たい

風
ふう

が来
き

ます。気
き

をつけてください。
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子
こ

ども日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
タ
た
ー
ー

派
は

遣
けん

での活
かつ

動
どう

　私
わたし
は日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
養
よう
成
せい
講
こう
座
ざ
を受

う
けたことがありません。

　外
がい
国
こく
人
じん
との接

せっ
点
てん
といえば、留

りゅう
学
がく
生
せい
と仕

し
事
ごと
での付

つ
き合

あ
い程
てい
度
ど
でした。その経

けい

験
けん
から在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
制
せい
度
ど
や外
がい
国
こく
にル

る
ー
ー
ツ
つ
を持

も
つ児

じ
童
どう
への支

し
援
えん
に興

きょう
味
み
を持

も
ち、思

おも

い切
き
って2016年

ねん
に子

こ
ども日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
タ
た
ー
ー
研
けん
修
しゅう
会
かい
を受
じゅ
講
こう
しました。

　初
はじ
めてサ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
を行

おこな
ったのは小

しょう
学
がっ
校
こう
2年
ねん
生
せい
でした。

　教
きょう
頭
とう
、ク
く
ラ
ら
ス
す
担
たん
任
にん
とのやり取

と
りに緊

きん
張
ちょう
しました。児

じ
童
どう
は来
らい
日
にち
間
ま
もなかったの

ですが学
がっ
校
こう
には楽

たの
しんで通

かよ
っている様

よう
子
す
でした。しかし、放

ほう
課
か
後
ご
、机
つくえ
に向

む
かっ

て日
に
本
ほん
語
ご
を学
がく
習
しゅう
するのは窮

きゅう
屈
くつ
そうだとすぐに感

かん
じました。集

しゅう
中
ちゅう
できる時

じ
間
かん
が

短
みじか
いため「絵

え
を描

か
く」「興

きょう
味
み
のあることを話

はな
す」「少

すこ
し勉
べん
強
きょう
する」というサ

さ
イ
い
ク
く

ル
る
を繰
くり
り返
かえ
し行

おこな
いました。物

もの
の名

な
前
まえ
を教

おしえ
えるときには、学

がっ
校
こう
内
ない
を探
たん
索
さく
しながら置

お
いてある物

もの
を教
おし
える方

ほう
法
ほう
などいろ

いろ試
ため
してみました。サ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
は放
ほう
課
か
後
ご
のため下

げ
校
こう
方
ほう
法
ほう
も配
はい
慮
りょ
する必

ひつ
要
よう
があることに気

き
づかされました。

　小
しょう
学
がっ
校
こう
の丁
てい
寧
ねい
なサ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
もあり、再

さい
度
ど
、サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
に行

い
った時

とき
には、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の支

し
援
えん
が必

ひつ
要
よう
ないぐらい習

しゅう
得
とく
して

おり、小
しょう
学
がっ
校
こう
や家
いえ
での様

よう
子
す
、友
とも
達
だち
のことなどを教

おし
えてくれました。

　児
じ
童
どう
のサ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
は、子

こ
ども特

とく
有
ゆう
の気

き
分
ぶん
に左

さ
右
ゆう
されることもあります。大

おとな
人と違

ちが
い、語

ご
学
がく
として勉

べん
強
きょう
したいわけで

はないため大
たい
変
へん
な面
めん
もありますが、日

ひ
に日

ひ
に変
へん
化
か
や成
せい
長
ちょう
を感
かん
じることができるため、とてもやりがいがあります。

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！
子
こ
ども日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
タ
た
ー
ー

宮
みや

内
うち

 祥
あきら
さん（社

しゃ
会
かい
福
ふく
祉
し
士
し
）

作
つく

ってみよう！

世
せ
界
か い
のレ

れ
シ
し
ピ

ぴ

ス
す

パ
ぱ

イ
い
ス
す

の効
き

いたフ
ふ
ィ
ぃ
リ
り
ピ
ぴ
ン
ん

料
りょう

理
り

 チ
ち

キ
き
ン
ん

シ
し

シ
し
グ
ぐ

　フ
ふ
ィ
ぃ
リ
り
ピ
ぴ
ン
ん

では鶏
とり

肉
にく

をよく食
た

べます。チ
ち

キ
き
ン
ん

シ
し

シ
し

グ
ぐ

も鶏
とり

もも肉
にく

と入
にゅう

手
しゅ

しや
すい野

や
菜
さい

、調
ちょう

味
み

料
りょう

で作
つく

ることが出
で

来
き

る簡
かん

単
たん

な料
りょう

理
り

です。フ
ふ
ィ
ぃ
リ
り
ピ
ぴ
ン
ん

では珍
めずら

しい少
すこ

しス
す

パ
ぱ

イ
い
シ
し

ー
ー

な一
いっ

品
ぴん

です！
　Tia’s kusina（テ

て
ィ
ぃ
ヤ
や

ス
す
ク
く
シ
し

ー
ー

ナ
な

）でも人
にん

気
き

メ
め

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

のひとつです♪

植
うえ

木
き

ジ
じ

ェ
ぇ

ニ
に

フ
ふ
ァ
ぁ
ー
ー

さん

（フ
ふ
ィ
ぃ
リ
り
ピ
ぴ
ン
ん

出
しゅっ

身
しん

）

ご飯
はん

に盛
も

り付
つ

けたチ
ち

キ
き

ン
ん

シ
し

シ
し

グ
ぐ

 材
ざい

 料
りょう

 （１人
にん

前
まえ

）
鶏
とり

もも肉
にく

（またはム
む

ネ
ね

肉
にく

）……1枚
まい

玉
たま

ねぎ … ……………… 半
はん

個
こ

ししとう… ……………… 4本
ほん

おろし生
しょう

姜
が

… ………… 小
こ

さじ1
とうがらし……適

てき
量
りょう

（好
この

みの辛
から

さで）

しょうゆ… …………… 大
おお

さじ1
レ
れ
モ
も
ン
ん

汁
じる

… …………… 大
おお

さじ1
黒
くろ

コ
こ

シ
し
ョ
ょ
ウ
う

… …………… 少
しょう

々
しょう

ガ
が

ー
ー

リ
り
ッ
っ

ク
く

ソ
そ

ル
る

ト
と

… … 少
しょう

々
しょう

（なければ生
なま

のにんにくと塩
しお

）

油
あぶら

… …………………… 少
しょう

々
しょう

卵
たまご

… ……………………… 1個
こ

マ
ま
ヨ
よ
ネ
ね

ー
ー

ズ
ず

… ………… 大
おお

さじ1
（盛

も
り付

つ
けた後

あと
上
うえ

からかけるマ
ま

ヨ
よ

ネ
ね

ー
ー

ズ
ず

はお好
この

みで）

 作
つく

 り 方
かた

①鶏
とり

もも肉
にく

にガ
が

ー
ー
リ
り
ッ
っ
ク
く
ソ
そ

ル
る
ト
と
と黒

くろ
こしょうをまんべんなくまぶし、フ

ふ
ラ
ら

イ
い

パ
ぱ

ン
ん

で皮
かわ

目
め

から焼
や

き、
1セ

せ
ン
ん

チ
ち

角
かく

に切
き

っておく。
②フ

ふ
ラ
ら

イ
い

パ
ぱ

ン
ん

に油
あぶら

少
しょう

々
しょう

と①の鶏
とり

もも肉
にく

、おろし生
しょう

姜
が

を加
くわ

えて炒
いた

める。さらにしょうゆ、レ
れ

モ
も

ン
ん

汁
じる

を加
くわ

えて炒
いた

める。
③みじん切

ぎ
りの玉

たま
ねぎ、斜

なな
め輪

わ
切
ぎ

りのししとう、輪
わ

切
ぎ

りのとうがらしを加
くわ

えて炒
いた

める。
④黒

くろ
コ
こ

シ
し
ョ
ょ
ウ
う
とマ

ま
ヨ
よ
ネ
ね

ー
ー

ズ
ず

を加
くわ

えてよく混
ま

ぜる。
⑤皿

さら
に盛

も
り付

つ
け、目

め
玉
だま

焼
や

きをのせマ
ま
ヨ
よ
ネ
ね

ー
ー

ズ
ず

をかける。
＊ご飯

はん
の横

よこ
や上

うえ
にチ

ち
キ
き
ン
ん
シ
し

シ
し

グ
ぐ

をかけ目
め

玉
だま

焼
や

きをのせワ
わ
ン
ん
プ
ぷ

レ
れ

ー
ー
ト
と
にしてもOK!

協
きょう

力
りょく

：Tia’s Kusina
　　　岡

おか
山
やま

市
し

北
きた

区
く

奉
ほう

還
かん

町
ちょう

2-7-14
Facebook Twitter
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外国人のための
がいこくじん

情報コーナー
じょうほう  こ  ー　 な　 ー

周
まわ

りの外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

へご紹
しょう

介
かい

してください

自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときのル
る

ー
ー

ル
る

　自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときはル
る

ー
ー

ル
る

を守
まも

りましょう！

* 自
じ

転
てん

車
しゃ

だけの道
みち

人
ひと

と自
じ

転
てん

車
しゃ

の道
みち

自
じ

転
てん

車
しゃ

横
おう

断
だん

帯
たい

①信
しん

号
ごう

や道
どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

*を守
まも

りましょう
②自

じ
転
てん

車
しゃ

は、車
くるま

が走
はし

る道
みち

の一
いち

番
ばん

左
ひだり

側
がわ

を走
はし

りましょう

③歩
ある

いている人
ひと

や車
くるま

のじゃまにならないように
しましょう

④暗
くら

くなってきたら、ラ
ら
イ
い
ト
と
をつけましょう

⑤ヘ
へ

ル
る

メ
め
ッ
っ
ト
と
をかぶりましょう

⑥自
じ

転
てん

車
しゃ

横
おう

断
だん

帯
たい

がある場
ば

所
しょ

では、自
じ

転
てん

車
しゃ

横
おう

断
だん

帯
たい

を渡
わた

りましょう

⑦傘
かさ

をさしながら乗
の

ってはいけません
⑧ス

す
マ
ま

ー
ー
ト
と
フ
ふ
ォ
ぉ
ン
ん

を使
つか

ったり、イ
い
ヤ
や

ホ
ほ

ン
ん

をつけて音
おん

楽
がく

などをききながら乗
の

ってはいけません

　　注
ちゅう

意
い

■自
じ

転
てん

車
しゃ

運
うん

転
てん

中
ちゅう

に危
き

険
けん

なことを繰
く

り返
かえ

す（3年
ねん

以
い

内
ない

に2回
かい

以
い

上
じょう

）と、講
こう

習
しゅう

を受
う

けなければなりません。
　無

む
視
し

して受
う

けなかった場
ば

合
あい

、5万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっ

金
きん

。
■自

じ
転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

に入
はい

りましょう
　自

じ
転
てん

車で事
じ

故
こ

をおこしたときなど、保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

から
お金

かね
が出

で
ます。

■自
じ

転
てん

車
しゃ

は駐
ちゅう

輪
りん

場
じょう

にとめましょう
　駐

ちゅう
輪
りん

場
じょう

以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

に自
じ

転
てん

車
しゃ

をとめると、自
じ

転
てん

車
しゃ

が回
かい

収
しゅう

されることがあります。

岡
おか

山
やま

県
けん

警
けい

察
さつ

ウ
う
ェ
ぇ
ブ
ぶ

サ
さ

イ
い
ト
と

Okayama Prefectural Police website
■生

せい
活
かつ

安
あん

全
ぜん

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ
ア
あ

ル
る

　Community Safety Guide
　English,中文,한국어,
　Tiếng Việt,BAHASA INDONESIA

■自
じ

転
てん

車
しゃ

運
うん

転
てん

者
しゃ

講
こう

習
しゅう

制
せい

度
ど

　Taking a class for bicycle riders
　English,中文,한국어, Tiếng Việt, 
　Portugues

⑨ほかの自
じ

転
てん

車
しゃ

の横
よこ

に並
なら

んで、走
はし

ってはいけません
⑩1台

だい
の自

じ
転
てん

車
しゃ

に2
ふた

人
り

で乗
の

ってはいけません
⑪お酒

さけ
を飲

の
んだとき、自

じ
転
てん

車
しゃ

に乗
の

ってはいけません
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会
かい

報
ほう

誌
し

ア
あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
のお願

ねが
い　今

こん
後
ご

の参
さん

考
こう

にさせていただくため、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。

図書資料室のご案内
　岡山国際交流センター４階の図書資料室は、だれでも利用できます。貸し出しはしていませんが、静かな環境で自由
に読書やDVDの鑑賞を楽しんでいただいています。
　収蔵書籍は約１万２千冊。語学学習の書籍や辞書・事典をはじめ、日本文化や海外事情、国際理解や国際協力など
の資料を中心に収集しています。特に近年は、多文化共生やSDGsなどの分野にも重点を置き、タイムリーな話題のノン
フィクションや、気軽に読める解説書、実用的な旅行ガイドなどの資料の充実も心掛けています。
　当室の特長でもある日本語学習リソースコーナーでは、事前に利用登録された日本語講師の方への貸出サービスを
行っています。
　外国語の書籍や新聞・雑
誌もあります。保存期間の過
ぎた外国語の新聞は、外国
語学習などの希望者に随時
差し上げています。
　日本や外国の新刊書籍や
DVDなど、入荷の都度、特別
展示し、ホームページやSNS
でも紹介しています。
　岡山駅からほど近い便利
な場所にありますので、ぜひ
一度お立ち寄りください。

ボランティア随時募集中
�
　図書資料室の運営には、ボランティアの方々に
協力していただいています。
　本が好きな方、国際交流や異文化理解に興味の
ある方、ボランティアをしてみませんか。お問合せは
企画情報課までお寄せください。

開室時間：午前10時～午後5時
休 業 日：毎週日曜日、年末年始
T E L：086-256-2914（企画情報課）

図書資料室

新着図書（10月） 新着図書（英書）

安
やす

田
だ

靫
ゆき

彦
ひこ

「吉
よし

野
の

訣
けつ

別
べつ

」

岡
おかやまけん

山県立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

より
伊
い

豆
ず

市
し

所
しょ

蔵
ぞう

近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

画
が

展
てん

 修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

物
もの

語
がたり

－大
たい

観
かん

と靫
ゆき

彦
ひこ

、紫
し

紅
こう

たち
会
かい

期
き

：令
れい

和
わ

4年
ねん

2月
がつ

11日
にち

（金
きん

・祝
しゅく

）～3月
がつ

21日
にち

（月
げつ

・祝
しゅく

）
　修

しゅ
善
ぜん

寺
じ

にある老
し に せ

舗旅
りょ

館
かん

・新
あら

井
い

の三
さん

代
だい

目
め

主
しゅ

人
じん

、相
あい

原
はら

沐
もく

芳
ほう

（1875-1945）のもとに集
あつ

まった、横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

、
安
やす

田
だ

靫
ゆき

彦
ひこ

、今
いま

村
むら

紫
し

紅
こう

ら近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

画
が

の巨
きょ

匠
しょう

たちの作
さく

品
ひん

を中
ちゅう

心
しん

に形
けい

成
せい

された伊
い

豆
ず

市
し

所
しょ

蔵
ぞう

の日
に

本
ほん

画
が

コ
こ
レ
れ
ク
く
シ
し
ョ
ょ

ン
ん

。同
どう

展
てん

はその中
なか

でも明
めい

治
じ

末
すえ

から大
たい

正
しょう

初
しょ

期
き

の作
さく

品
ひん

に着
ちゃく

目
もく

し、当
とう

時
じ

青
せい

年
ねん

期
き

で、既
き

存
そん

の型
かた

の模
も

倣
ほう

からの脱
だっ

出
しゅつ

を試
こころ

みていた靫
ゆき

彦
ひこ

や紫
し

紅
こう

らの研
けん

鑽
さん

の様
よう

子
す

と、彼
かれ

らの良
よ

き理
り

解
かい

者
しゃ

であった沐
もく

芳
ほう

らパ
ぱ
ト
と
ロ
ろ
ン
ん
との間

あいだ
に交

か
わされ

た、心
こころ

温
あたた

まる画
が

業
ぎょう

を紹
しょう

介
かい

します。

「伊
い

豆
ず

市
し

所
しょ

蔵
ぞう

近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

画
が

展
てん

 修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

物
もの

語
がたり

－大
たい

観
かん

と靫
ゆき

彦
ひこ

、紫
し

紅
こう

たち」（県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

開
かい

催
さい

）チ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
を5名

めい

様
さま

にプ
ぷ

レ
れ

ゼ
ぜ

ン
ん
ト
と
！

　令
れい

和
わ

４年
ねん

1月
がつ

13日
にち

（木
もく

）までにア
あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
にご協

きょう
力
りょく

いただいた会
かい

員
いん

の中
なか

から抽
ちゅう

選
せん

で5名
めい

の方
かた

に、岡
おか

山
やま

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

で開
かい

催
さい

される「伊
い

豆
ず

市
し

所
しょ

蔵
ぞう

近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

画
が

展
てん

 修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

物
もの

語
がたり

－大
たい

観
かん

と靫
ゆき

彦
ひこ

、紫
し

紅
こう

たち」のチ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
2名

めい
分
ぶん

をお送
おく

り
します。発

はっ
表
ぴょう

は発
はっ

送
そう

をもって代
か

えさせていただきます。

▲

ア
あ ん け ー と ふ ぉ ー む

ンケートフォーム
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2月1月

3月

国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

NGOフ
ふ
ェ
ぇ
ア
あ

　国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

をするNGO団
だん

体
たい

が、パ
ぱ

ネ
ね

ル
る

展
てん

示
じ

等
とう

で活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を伝
つた

えます。
◦と　 き	 令

れい
和
わ

４年
ねん

１月
がつ

６日
にち

（木
もく

）～３月
がつ

２３日
にち

（水
すい

）
◦対

たい
　象

しょう
	 一

いっ
般
ぱん

県
けん

民
みん

　　◦参
さん

加
か

費
ひ

　無
む

料
りょう

◦主
しゅ

　催
さい

	 （特
とっ

活
かつ

）岡
おか

山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

団
だん

体
たい

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（COINN）
◦申

もうし
込
こ

み	 不
ふ

要
よう

◦問
とい

合
あわ

せ	 （特
とっ

活
かつ

）岡
おか

山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

団
だん

体
たい

協
きょう

議
ぎ

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

	 電
でん

話
わ

０８６－２５６－２５３５　受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

 月
げつ

～土
ど

曜
よう

日
び

 ９：００～１７：００
�

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

コ
こ
ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

研
けん

修
しゅう

会
かい

　学
がっ

校
こう

や行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

の窓
まど

口
ぐち

、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で外
がい

国
こく

人
じん

のサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
をする

通
つう

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

や心
こころ

構
がま

えについて学
まな

びます。
◦と　 き	 ①令

れい
和
わ
４年

ねん
１月

がつ
１４日

にち
（金

きん
）

	 ②令
れい

和
わ
４年

ねん
１月

がつ
２１日

にち
（金

きん
）

	 ③令
れい

和
わ
４年

ねん
１月

がつ
２２日

にち
（土

ど
）

◦対
たい

　象
しょう

	 岡
おか

山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

」
	 制

せい
度
ど

の登
とう

録
ろく

者
しゃ

、新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

希
き

望
ぼう

者
しゃ

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　各
かく

２５名
めい

程
てい

度
ど
（要

よう
申
もうし

込
こ

み）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か

�

親
おや

子
こ

で遊
あそ

ぼう -Family Friendly Event–
　子

こ
どもたちに外

がい
国
こく

語
ご

や外
がい

国
こく

の文
ぶん

化
か

に接
せっ

する機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

し、英
えい

語
ご

をはじめする言
げん

語
ご

や異
い

文
ぶん

化
か

への理
り

解
かい

を深
ふか

めるイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
を開

かい
催
さい

します。
◦と　 き	 第

だい
１回

かい
 令

れい
和
わ

４年
ねん

１月
がつ

２３日
にち

（日
にち

）１０：３０〜１２：００
	 第

だい
２回

かい
 令

れい
和
わ

４年
ねん

３月
がつ

１２日
にち

（土
ど

）１０：３０〜１２：００（予
よ

定
てい

）
◦内

ない
　容

よう
	 絵

え
本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ、文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　２０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か

�

日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

・交
こう

流
りゅう

会
かい

　在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を体
たい

験
けん

し、親
した

しみや理
り

解
かい

を深
ふか

めましょう。
日
に

本
ほん

人
じん

の方
かた

もご参
さん

加
か

可
か

能
のう

です。
◦と　 き	 令

れい
和
わ
４年

ねん
１月

がつ
２９日

にち
（土

ど
）１３：３０～１５：３０

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 協
きょう

会
かい

会
かい

員
いん

、外
がい

国
こく

人
じん

、高
こう

校
こう

生
せい

以
い

下
か

　無
む

料
りょう

、一
いっ

般
ぱん

　２，０００円
えん

◦定
てい

　員
いん

	 外
がい

国
こく

人
じん

１５名
めい

、日
に

本
ほん

人
じん

１５名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か

ワ
わ

ー
ー

ル
る
ド
ど
・エ

え
ク
く

サ
さ

サ
さ

イ
い
ズ
ず

　世
せ

界
かい

のレ
れ
ク
く
リ
り
エ
え

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

を複
ふく

数
すう

体
たい

験
けん

し、交
こう

流
りゅう

します。
◦と　 き	 令

れい
和
わ
４年

ねん
3月

がつ
6日

にち
（日

にち
）

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　30名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（２月

がつ
上
じょう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

交
こう

流
りゅう

会
かい

　ボランティアの活
かつ

動
どう

報
ほう

告
こく

を通
とお

して、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

を深
ふか

めます。
◦と　 き	 令

れい
和
わ

４年
ねん

2月
がつ

１１日
にち

（金
きん

・祝
しゅく

）１０：３０～１２：３０
◦対

たい
 象

しょう
	 当

とう
協
きょう

会
かい

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

登
とう

録
ろく

者
しゃ

（新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

者
しゃ

も可
か

）
◦参

さん
加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　５０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（令

れい
和
わ
４年

ねん
１月

がつ
上
じょう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）
��
地
ち

球
きゅう

市
し

民
みん

講
こう

座
ざ

　注
ちゅう

目
もく

すべき国
くに

・地
ち

域
いき

の現
げん

状
じょう

を学
まな

びます。
◦と　 き	 令

れい
和
わ

4年
ねん

2月
がつ

12日
にち

（土
ど

）13：00~14：30
◦テーマ	 「IT最

さい
先
せん

端
たん

国
こく

エ
え

ス
す
ト
と
ニ
に

ア
あ

に学
まな

ぶ」（仮
か

題
だい

）
◦講

こう
　師

し
	 谷

たに
本
もと

 有
ゆう

香
か
（Forbes JAPAN Web編

へん
集
しゅう

部
ぶ

 編
へん

集
しゅう

長
ちょう

)
◦対

たい
　象

しょう
	 一

いっ
般
ぱん

県
けん

民
みん

　◦参
さん

加
か

費
ひ

　無
む

料
りょう

　◦定
てい

　員
いん

　80名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（令

れい
和
わ

４年
ねん

１月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）
��
やさしい日

に
本
ほん

語
ご

研
けん

修
しゅう

会
かい

　外
がい

国
こく

人
じん

に理
り

解
かい

しやすい「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」の研
けん

修
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

します。
◦と　 き	 令

れい
和
わ
４年

ねん
２月

がつ
26日

にち

（土
ど

）１３：３０～１５：３０
◦対

たい
 象

しょう
	 日

に
本
ほん

語
ご

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ
ア
あ

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

コ
こ
ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

、
	 地

ち
域
いき

共
きょう

生
せい

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

 など
◦参

さん
加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　５０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（令

れい
和
わ

４年
ねん

１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）
��

「外
がい

国
こく

人
じん

と共
とも

に学
まな

ぶ災
さい

害
がい

時
じ

対
たい

応
おう

」研
けん

修
しゅう

会
かい

　災
さい

害
がい

時
じ

に通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

で外
がい

国
こく

人
じん

を支
し

援
えん

するための知
ち

識
しき

を身
み

につけます。
◦と　 き	 令

れい
和
わ
４年

ねん
２月

がつ
（予

よ
定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
	 ①岡

おか
山
やま

県
けん

災
さい

害
がい

救
きゅう

援
えん

専
せん

門
もん

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
（通

つう
訳・翻

ほん
訳
やく

）登
とう

録
ろく

者
しゃ

	 ②外
がい

国
こく

語
ご

通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

の知
ち

識
しき

及
およ

び経
けい

験
けん

を有
ゆう

する方
かた

で、
	 　災

さい
害
がい

時
じ

の外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

に関
かん

心
しん

のある方
かた

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　６０名
めい

程
てい

度
ど
（要

よう
申
もうし

込
こ

み）
◦共

きょう
　催

さい
	 岡

おか
山
やま

県
けん

、岡
おか

山
やま

市
し
（予

よ
定
てい

）
◦問

とい
合
あわ

せ	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（令

れい
和
わ

４年
ねん

１月
がつ

以
い

降
こう

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

）

〈会場はすべて岡山国際交流センターです。〉

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今後の状況により、変更または中止に
なる可能性があります。あらかじめご了承ください。

　最新情報は当協会のホームページをご確認ください。イベントカレンダー
E V E N T  C A L E N D A R


